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公
益
社
団
法
人

　
大
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事
　
会
長
　
土

井

　

実

新
年
の
挨
拶

新
年
の
挨
拶

テ
レ
ビ
は
毎
日
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
感
染
は

ど
う
な
る
か
不
安
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
G
O
T
O
ト
ラ
ベ
ル
の
割

引
で
来
島
さ
れ
た
観
光
客
が
多
か
っ
た

こ
と
は
新
た
な
心
配
事
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
は
就
業
中
も
感
染
症
予

防
対
策
の
消
毒
、
マ
ス
ク
を
つ
け
て
就

業
し
ま
す
、
こ
の
冬
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
時
流
行
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
予
防
対
策
は
怠
り
な
く
し
ま
し
ょ

う
。

　

令
和
２
年
度
も
残
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
、
事
業
計
画
は
順
調
に
推
移
し
て

お
り
ま
す
が
課
題
で
あ
る
会
員
不
足
は
、

入
会
11
名
、
退
会
16
名（
11
月
末
現
在
）

で
す
、
会
員
の
皆
様
紹
介
の
入
会
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
、
引
き
続
き
仲
間

を
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
先
コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
運
営
と

な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
と
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
、

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ

ス
号
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生

の
ニ
ュ
ー
ス
に
始
ま
り
、
2
月
末
か
ら

小
中
学
校
は
臨
時
休
校
、
緊
急
事
態
宣

言
の
発
令
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
1
年
延
期
と
目
ま
ぐ
る
し

い
年
で
し
た
。
学
校
や
企
業
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
新
し
い
生
活
様

式
が
求
め
ら
れ
る
中
、
会
員
の
皆
様
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
多
種
の
就
業
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
の

ス
ポ
ー
ツ
、
会
員
に
よ
る
作
品
展
等
の

文
化
活
動
等
、
広
く
地
域
へ
の
貢
献
と

ご
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
島
町
、
東
京
都
を
は
じ
め

各
種
団
体
、
関
係
各
位
に
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
遂
行
に
多
大
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
我
が
国
の
急
速
な
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
は
内
外
か
ら
大
き
な
注
目
と
期

待
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
世
間

か
ら
の
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
の

活
躍
の
場
と
し
て
機
能
し
、
地
域
社
会

に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
今
ま
で
以
上

に
目
に
見
え
る
形
で
示
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
何
よ
り
も
会
員
の
拡
大
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。
様
々
な
経
験
、
技

能
を
有
す
る
多
様
な
人
材
が
集
結
し
新

た
な
職
域
に
活
躍
の
場
が
広
が
り
、
至

る
と
こ
ろ
で
会
員
が
活
躍
す
る
場
面
に

出
会
う
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
生
き

生
き
活
躍
す
る
会
員
の
姿
に
魅
力
を
感

じ
て
、
自
分
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
入
会
し
た
い
と
思
う
高
齢
者
が
増

え
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
会
員
が
増
え

る
こ
と
で
就
業
先
が
拡
大
し
更
な
る
会

代
表
理
事
副
会
長
　
秋
田
保
英

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や

か
な
新
春
を
お
迎
え
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
に
よ

り
大
島
の
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
当
セ
ン
タ
ー
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
会
員
の
作
品
展
は
万
全
の

感
染
症
予
防
対
策
を
し
て
開
催
さ
れ
、

皆
さ
ん
が
楽
し
ま
れ
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
し
か
し
年
末
に
は
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
全
国
的
に
急
増
し
、
新
聞
や

員
増
と
い
う
好
循
環
の
実
現
を
め
ざ
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
喜
ば
れ
、
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
発
展
の
た
め
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
三
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
希
望

に
満
ち
た
明
る
い
素
晴
ら
し
年
に
な
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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7
月
28
日
（
火
）　

第
４
回
理
事
会

理
事
10
名
・
監
事
2
名
出
席

【
審
議
事
項
】

◎
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

◎
第
13
回
シ
ル
バ
ー
カ
ッ
プ
Ｇ
Ｂ

大
会
及
び
第
27
回
作
品
展
開
催

に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

◎
令
和
2
年
度
5
月
・
６
月
分
事

業
実
績
に
つ
い
て

◎
令
和
2
年
度
6
月
末
収
支
報
告

に
つ
い
て

◎
令
和
2
年
度
第
1
回
会
長
会
議

の
報
告
に
つ
い
て

◎
事
業
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

◎
安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告

に
つ
い
て

◎
そ
の
他

　
９
月
28
日
（
月
）　

第
5
回
理
事
会

理
事
10
名
・
監
事
２
名
出
席

【
審
議
事
項
】

◎
関
係
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

・
職
員
昇
任
選
考
等
の
実
施
要
領

（
案
）

【
報
告
事
項
】

◎
退
会
者
の
報
告
に
つ
い
て

◎
令
和
2
年
度
７
月
・
８
月
分
事

業
実
績
に
つ
い
て

◎
令
和
2
年
度
8
月
末
収
支
報
告

に
つ
い
て

◎
総
務
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

◎
大
島
町
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
感
染

者
確
認
に
伴
う
学
校
用
務
員
対

応
報
告
に
つ
い
て

◎
第
13
回
シ
ル
バ
ー
カ
ッ
プ
Ｇ
Ｂ

大
会
に
つ
い
て

◎
し
ご
と
財
団
に
よ
る
安
全
就
業

巡
回
指
導
実
施
に
つ
い
て

◎
そ
の
他

　
10
月
27
日
（
火
）　

第
6
回
理
事
会

理
事
9
名
・
監
事
2
名
出
席

【
審
議
事
項
】

◎
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

◎
令
和
2
年
度
９
月
分
事
業
実
績

に
つ
い
て

◎
令
和
2
年
度
9
月
末
収
支
報
告

に
つ
い
て

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

シ

ル

バ

ー

の

動

き

会
　
　
長	

土
　
井
　
　
　
実

副
会
長	

秋
　
田
　
保
　
英

常
務
理
事	

小
　
蔦
　
浩
　
司

事
務
局
長

理
　
　
事	

岩
　
田
　
桂
　
子

理
　
　
事	

壺
　
内
　
栄
　
治

理
　
　
事	

笠
　
間
　
隆
　
夫

理
　
　
事	

木
　
村
　
明
　
子

理
　
　
事	

宮
　
原
　
康
　
夫

理
　
　
事	

秋
　
野
　
　
　
忠

理
　
　
事	

高
　
橋
　
義
　
徳

（
大
島
町
住
民
課
長
）		

監
　
　
事	

白
　
井
　
和
　
子

監
　
　
事	

坂
　
本
　
幸
　
三

職
　
　
員	

川
　
島
　
和
　
枝

	

天
　
野
　
知
　
洋

	

三
　
宮
　
　
　
仁

	

浜
　
口
　
芳
　
昭

	

青
　
木
　
千
鶴
子

◎
会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
職

務
執
行
状
況
に
つ
い
て

◎
事
業
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

◎
第
13
回
シ
ル
バ
ー
カ
ッ
プ
Ｇ
Ｂ

大
会
結
果
報
告
に
つ
い
て

◎
そ
の
他

　
11
月
27
日
（
金
）　

第
7
回
理
事
会

理
事
9
名
・
監
事
2
名
出
席

【
審
議
事
項
】

◎
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

◎
関
係
規
程
の
整
備
に
つ
い
て

・
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
基

準
の
一
部
改
正
（
案
）

【
報
告
事
項
】

◎
令
和
2
年
度
10
月
分
事
業
実
績

に
つ
い
て

◎
令
和
2
年
度
10
月
末
収
支
報
告

に
つ
い
て

◎
令
和
2
年
度
業
務
及
び
会
計
期

中
監
査
報
告
に
つ
い
て

◎
安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告

に
つ
い
て

◎
職
員
の
交
通
事
故
報
告
に
つ
い

て
◎
そ
の
他
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安
全
就
業
に
つ
い
て

　

東
京
都
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
重
篤
事
故
が
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。（
死
亡
事

故
等
）

　

こ
れ
ら
の
事
故
は
、
特
に
就
業
場

所
へ
の
移
動
途
中
・
帰
宅
途
中
で
の

交
通
事
故
・
転
倒
事
故
や
植
木
剪
定

中
の
梯
子
か
ら
の
落
下
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
安
全
就
業
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
健
康

管
理
へ
の
意
識
を
高
く
持
っ
て
い
た

だ
く
と
共
に
、
特
に
自
転
車
で
の
移

動
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
等
で
重
篤
事
故
防
止
を
図

っ
て
い
た
だ
き
、
同
時
に
車
の
運
転

に
つ
い
て
も
最
近
高
齢
者
の
事
故
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
安
全
運
転
に
心
が
け
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
会
員

　

東
京
し
ご
と
財
団
の
ご
協
力
に
よ

り
、「
刈
払
機
作
業
従
事
者
安
全
衛

生
教
育
講
習
」
を
11
月
16
日
・
17
日

の
2
日
間
、
林
材
業
労
災
防
止
協
会

東
京
支
部
（
林
災
防
）
の
指
導
員
を

講
師
に
招
き
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

講
習
は
、
刈
払
機
を
使
用
し
て
作
業

す
る
会
員
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
振
動
障
害
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

　

講
習
内
容
は
、
1
日
目
に
座
学
、

2
日
目
に
実
技
講
習
を
行
い
、
修
了

者
に
は
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
講
習
修
了
者
14
名
）　

刈払機講習会

の
み
な
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
「
３

密
を
避
け
る
！
」
等
の
感
染
予
防
を

徹
底
し
て
い
た
だ
き
、「
う
つ
ら
な

い
」「
う
つ
さ
な
い
」
を
念
頭
に
安

全
就
業
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
予

防
に
つ
い
て
も
、
予
防
接
種
を
受
け

る
な
ど
の
対
策
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

幸
い
に
も
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
大
き
な
事
故
も
な
く
、
会
員
個
々

の
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
伺

え
ま
す
。

　

引
き
続
き
安
全
へ
の
注
意
徹
底
を

呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
事
故
防
止
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

安全就業パトロール

＝
刈
払
機
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
＝
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中
山
　
定
彦

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催
、
地
域
提

案
型
の
講
習
を
初
め
て
受
講
し
、
今
ま
で
見

た
り
、
聞
い
た
り
し
、
自
己
流
で
刈
払
機
の

操
作
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
講
習

は
大
変
貴
重
な
2
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
日
目
の「
学
科
講
義
」に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

　
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
今
ま
で
「
刈
払
機

の
取
り
扱
い
」
は
技
術
的
な
こ
と
は
あ
ま
り

考
え
ず
、
簡
単
な
気
持
ち
で
作
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
授
業
を
受
け
て
思
っ

た
の
で
す
が
、「
刈
払
機
の
取
り
扱
い
」
は

「
命
」に
関
わ
る
事
、「
安
全
第
一
」で
あ
る
事

を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
次
に
1
日
目
の
内
容
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。「
刈
払
機
の
安
全
装
置
」
の
装
着
に
つ
い

て
、
①
飛
散
防
止
装
置
は
所
定
の
位
置
に
確

実
に
装
着
し
て
い
る
か
。
②
緊
急
離
脱
装
置

も
所
定
の
位
置
に
確
実
に
装
着
し
て
い
る
か
。

③
停
止
ス
イ
ッ
チ
は
所
定
の
場
所
に
確
実
に

着
い
て
い
る
か
。

　
次
に「
刈
払
機
の
選
定
」に
つ
い
て
。
今
ま

で
受
講
前
は
、
簡
単
に
考
え
て
機
械
を
使
用

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
授
業
を
受
け
て
、

刈
払
機
の
構
造
や
技
能
を
知
る
事
が「
安
全
」

に
繋
が
る
大
切
な
事
で
あ
る
事
と
知
り
ま
し

た
。
機
械
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
安
全
に
作

業
す
る
為
に
機
械
の
種
類
は
、
①
一
般
的
に

使
用
さ
れ
る
農
業
や
林
業
に
使
用
さ
れ
て
い

る
、「
肩
掛
式
刈
払
機
、
U
ハ
ン
ド
ル
式
」で

す
。
②
土
手
の
法
面
や
斜
面
に
適
し
て
い
て

重
さ
も
軽
く
、
軽
作
業
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

③
広
大
な
土
地
や
平
地
、
土
手
や
法
面
に
使

用
さ
れ
肩
で
担
ぐ
為
、
両
手
も
自
由
と
な
り

広
大
な
所
で
使
用
さ
れ
る「
背
負
式
刈
払
機
」

で
あ
る
。

　

次
に
刈
払
機
の
エ
ン
ジ
ン
始
動
、
運
転
、

停
止
に
つ
い
て
作
業
手
順
の
説
明
を
受
け
、

「
安
全
第
一
」で
作
業
を
行
う
事
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
学
科
の
授
業
に
つ
い
て
1
日
目
、
最
後
に

「
刈
払
の
選
定
」に
つ
い
て
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は「
J
I
S
マ
ー

ク
」の
表
示
刃
を
使
用
す
る
事
。
他「
安
全
規

則
」「
条
例
」等
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
2
日
目
は
、
実
技
体
験
に
つ
い
て
作

業
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
最
初
に
、
刈
払
機

の
作
業
動
作
に
つ
い
て
の
実
技
指
導
で
、
内

容
は
①
常
に
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
姿

勢
で
作
業
す
る
事
。
②
常
に
正
し
い
基
本
動

作
で
作
業
す
る
事
。

　
次
に
実
技
指
導
で
は
、
刈
払
機
を
前
進
す

る
時
基
本
動
作
は
、
前
進
す
る
時
右
足
か
ら

一
歩
前
に
出
る
事
。
横
移
動
の
時
、
右
に
移

動
の
時
は
右
足
か
ら
右
側
に
移
動
。
左
に
移

動
の
時
は
、
左
足
か
ら
左
側
に
移
動
す
る
。

　
次
に「
作
業
手
順
」の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
の
説
明
に
つ
い
て
。
往
復
作
業
を
す
る

場
合
、
グ
ル
ー
プ
編
成
を
行
い
各
グ
ル
ー
プ

事
で
、
間
隔
を
空
け
て
作
業
す
る
。
安
全
第

一
を
考
え
、
1
グ
ル
ー
プ
事
、
15
ｍ
取
る
事
。

　
次
に
グ
ル
ー
プ
の
作
業
間
隔
は
5
ｍ
空
け

て
作
業
す
る
事
。

　
次
に「
作
業
に
関
す
る
知
識
」「
作
業
計
画

の
作
成
」「
刈
刃
の
鋸
断
位
置
」に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
刈
刃
の
位
置
に
つ
い

て
は
、
安
全
に
切
断
出
来
る
様
、
刃
の
前
方

左
側
1
/
3
で
作
業
す
る
事
が
一
番
安
全

に
刈
れ
る
と
の
事
で
し
た
。

　
次
に
作
業
方
法
に
つ
い
て
。
①「
刈
幅
」に

つ
い
て
は
1
・
5
m
と
す
る
。
②
刈
刃
の

往
復
刈
は
絶
対
に
し
な
い
事
。
③「
障
害
物
」

に
つ
い
て
は
必
ず
安
全
確
認
す
る
事
。

　
注
意
事
項
と
し
て
安
全
面
を
考
え
た
「
服

装
」
に
つ
い
て
、
①
長
袖
長
ズ
ボ
ン
で
作
業

す
る
事
。
②
保
護
帽
を
か
ぶ
る
事
。
③
呼
子

を
持
つ
事
。
④
防
護
靴
を
履
く
事
。
⑤
防
護

手
袋
を
装
着
す
る
事
。
⑥
防
護
眼
鏡
・
ゴ
ー

グ
ル
を
付
け
る
事
。
先
生
よ
り
こ
の
様
な
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
色
々
注
意
事
項
は
あ
り
ま
し
た
が
、

安
全
の
為
に
必
要
で
大
事
な
事
は
、
毎
日
機

械
器
具
の
点
検
。
長
期
格
納
す
る
場
合
注
意

事
項
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
先
生
が
機
械
点
検
の
実
技
指
導
を

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
長
時
間
で
し
た
が
大

変
貴
重
な
時
間
で
し
た
。
こ
の
2
日
間
講
習

を
受
け
た
事
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
第
一
に
実

践
に
活
か
し
て
学
ん
だ
事
を
仕
事
に
活
用
し
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
中
村
　
幹
男

　
令
和
2
年
11
月
16
日
・
17
日
刈
払
機
講
習

会
に
参
加
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、「
何
故
刈
払
機
と
呼
ぶ
か
」

か
ら
始
ま
り
、
構
造
・
機
能
・
選
定
・
エ
ン

ジ
ン
始
動
と
運
転
、
停
止
等
、
刈
払
機
を
使

用
す
る
作
業
に
関
す
る
知
識
、
振
動
障
害
及

び
予
防
に
関
す
る
知
識
、
関
係
法
令
等
テ
キ

ス
ト
に
そ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

　
難
し
い
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
刈
払

機
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点
と
し
て
、
安
全

に
作
業
を
進
め
る
に
は
作
業
に
適
し
た
服
装

保
護
具
が
必
要
で
あ
る
。　

　
刈
払
機
の
実
際
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
刈

刃
は
10
度
傾
け
草
を
集
め
な
が
ら
行
う
。　

　
右
足
は
必
ず
前
、
右
側
か
ら
左
側
に
刈
る

こ
と
、
重
心
は
刈
始
め
右
足
8
左
足
2
、
刈

終
わ
り
は
右
足
2
左
足
8
と
な
る
よ
う
刈
幅

は
1
・
5
ｍ
程
度
で
刈
払
っ
た
幅
だ
け
す
り

足
で
進
む
こ
と
。
往
復
刈
り
・
刈
刃
で
た
た

く
竹
ほ
う
き
の
よ
う
に
使
用
し
な
い
。
刈
払

い
は
腰
よ
り
低
い
位
置
で
行
う
。　
安
全
に

作
業
を
進
め
る
た
め
に
、
作
業
の
打
ち
合
わ

せ
を
す
る
（
作
業
の
仕
方
：
上
下
作
業
の
禁

止
・
近
接
作
業
の
禁
止
・
作
業
者
か
ら
5
ｍ

以
内
は
危
険
区
域
と
し
、
他
の
作
業
者
を
立

ち
入
ら
せ
な
い
。）
草
類
を
刈
払
う
場
合
は
、

刃
の
前
方
左
側
3
分
の
1
の
部
分
を
対
象
物

に
当
て
る
よ
う
に
す
る
。
か
ん
木
等
を
切
る

場
合
は
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
刃
の
前
方
左
側
30°
の
部
分
を
当
て

て
ゆ
っ
く
り
と
切
り
込
む
。
刈
払
機
の
事
故

で
多
い
の
は
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
の
事
故
と
の
こ

と
。
刈
払
い
作
業
者
に
は
、
作
業
者
の
後
方

右
側
か
ら
は
近
寄
ら
な
い
。
何
か
伝
え
た
い

時
に
は
笛
を
使
用
す
る
と
良
い
。

　

そ
の
他
、
飛
散
防
止
カ
バ
ー
は
外
さ
な

い
・
ず
ら
さ
な
い
・
チ
ッ
プ
ソ
ー
の
刈
刃
は
、

溶
接
部
の
チ
ッ
プ
が
取
れ
た
も
の
・
ひ
び
の

入
っ
た
刈
刃
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。　

刈
払
機
の
点
検
・
整
備
：
毎
日
の
点
検
と
し

て
、エ
ン
ジ
ン
部
の
汚
れ・エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー

の
汚
れ
・
燃
料
タ
ン
ク
の
空
気
穴
の
目
詰
ま

り
等
、
歯
車
室
周
辺
の
汚
れ
・
ネ
ジ
類
の
ゆ

る
み
と
脱
落
の
有
無
等
行
う
。

　
燃
料
の
抜
き
取
り
の
仕
方
・
歯
車
室
の
潤

滑
等
行
っ
た
。

　
本
講
習
会
で
の
講
師
の
先
生
の
話
、
テ
キ

ス
ト
の
中
身
非
常
に
良
か
っ
た
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
刈
払
機
の
取
扱
説
明

書
を
再
度
読
み
返
し
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
：
安
全
な
刈
払
機
作
業
の
ポ
イ
ン
ト（
改
定
初
版
）

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会

刈
払
機
講
習
会
に

参
加
し
て
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第
27
回
目
を
迎
え
た
恒
例
の
作
品

展
「
創
」
を
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

力
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

心
配
の
中
、
感
染
予

防
対
策
を
十
分
行
っ

た
う
え
で
、
11
月

20
・
21
日
の
2
日

間
、
大
島
町
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
1
階
大

会
議
室
で
会
員
30
名

の
方
々
が
精
魂
込
め
た
作
品
（
手
工

芸
・
生
け
花
・
絵
画
・
写
真
・
野
菜
等
）

が
展
示
さ
れ
、
会
員
と
地
域
の
方
々
、

2
日
間
延
べ
約
1
1
0
名
が
交
流

の
う
え
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
、
当
セ
ン

タ
ー
を
普
及
啓
発
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

会
員
の
減
少
や
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
出
展
作
品
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
沢
山

の
作
品
が
あ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
次
回
開
催
に
向
け

準
備
い
た
だ
け
る
よ
う
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

普
及
啓
発
事
業
に
つ
い
て
【
会
員
拡
大
・
就
業
開
拓
・
地
域
貢
献
】

　

秋
晴
れ
の
も
と
、町
教
育
委
員
会
・

伊
豆
大
島
Ｇ
Ｂ
協
会
等
関
係
者
の
協

力
に
よ
り
、
第
13
回
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
、
理
事
会
並
び
に
Ｇ
Ｂ
協
会

等
と
慎
重
に
協
議
し
た
結
果
、
感
染

予
防
対
策
を
実
施
し
た
う
え
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
24
日（
土
）

午
前
8
時
30
分
よ
り
、
島
内
8
地
区

9
チ
ー
ム
と
大
島
支
庁
チ
ー
ム
、
今

回
初
参
加
の
七
島
信
用
組
合
チ
ー
ム
、

シ
ル
バ
ー
人
材
チ
ー
ム
の
計
12
チ
ー

ム
の
参
加
に
よ
り
、
予
選
リ
ー
グ
、

決
勝
リ
ー
グ
と
白
熱
し

た
ゲ
ー
ム
が
伊
豆
大
島

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
秋
田
実
行

委
員
長
の
開
会
宣
言
の

後
、
岡
田
チ
ー
ム
優
勝

カ
ッ
プ
返
還
、
秋
田
副

会
長
挨
拶
（
会
長
代

理
）、
来
賓
の
三
辻
大
島

町
長
・
鵜
川
大
島
支
庁

長
・
木
村
G
B
協
会
長
よ
り
激
励

の
言
葉
と
三
田
審
判
長
の
競
技
上
の

注
意
、
差
木
地
チ
ー
ム
中
山
選
手
の

選
手
宣
誓
に
続
き
、
始
球
式
を
シ
ル

バ
ー
副
会
長
・
ご
来
賓
の
方
が
行
い
、

予
選
リ
ー
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

決
勝
リ
ー
グ
進
出
は
、大
島
支
庁
・

岡
田
・
差
木
地
の
3
チ
ー
ム
が
進
出

し
、
優
勝
は
「
岡
田
チ
ー
ム
」、
準

優
勝
「
差
木
地
チ
ー
ム
」、3
位
「
大

島
支
庁
チ
ー
ム
」
と
な
り
、
秋
田
副

会
長
よ
り
表
彰
状
と
副
賞
を
授
与
し
、

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
、
秋

田
実
行
委
員
長
の
閉
会
宣
言
で
無
事

大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
大
島
支
庁
チ
ー
ム
の

活
躍
が
目
立
ち
決
勝
リ
ー
グ
進
出
と

第
13
回
　
シ
ル
バ
ー
カ
ッ
プ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

第
27
回
　
手
づ
く
り
作
品
展「
創
」開
催

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岡
田
チ
ー
ム
と
差
木
地
チ

ー
ム
は
1
点
を
争
う
戦
い
と
な
り
ま

し
た
が
、
岡
田
チ
ー
ム
が
前
回
大
会

に
続
き
２
連
覇
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
予
選
リ
ー
グ
で
差

木
地
チ
ー
ム
が
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー

ム
と
い
う
快
挙
を
達
成
い
た
し
ま
し

た
。
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令和 2 年度 11 月　事業実績

月 区分
受託
件数

就業延
日人員

　　　　　 　契　約　金　額　　（単位：円）

配分金 材料費 事務費 計

11

公共 47 1,323 7,489,300 404,623 613,938 8,507,861 

民間 41 384 2,151,375 149,305 143,537 2,444,217 

計 88 1,707 9,640,675 553,928 757,475 10,952,078 

累　

計

公共 375 10,738 60,853,935 3,541,353 4,959,550 69,354,838 

民間 386 3,090 16,287,869 1,191,086 1,064,591 18,543,546 

計 761 13,828 77,141,804 4,732,439 6,024,141 87,898,384 

11 月末会員数　　228 名　　就業実人員　　136 名　　就業率　　59.6％

●会員登録状況●

前年末
会員数

入会
員数

退会
員数

11月末
会員数

男 116 5 13 108

女 115 8 3 120

計 231 13 16 228

会
員
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ

　

令
和
3
年
度
安
全
就
業
強
化
月

間
を
中
心
と
し
た
安
全
就
業
の
普

及
・
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

会
員
自
ら
が
安
全
就
業
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
で
、
安
全
に
就
業
す

る
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
、
事
故

防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
標
語
の
募
集
を
し
ま
す
。

　

優
秀
作
品
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。

『
テ
ー
マ
1
』

　「
危
険
予
知
」

　

東
京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
で
は
、
事
故
件
数
を
減
ら

す
べ
く
、
よ
り
一
層
の
安
全
就
業

推
進
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
令
和
元
年
度
は
過
去
最
多
と

な
る
6
3
3
件
の
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
訳
は
「
濡
れ
た
路
面
で

滑
る
」、「
段
差
に
つ
ま
ず
く
」、「
ハ

チ
に
刺
さ
れ
る
」
等
の
内
容
で
し

た
。
こ
れ
ら
発
生
頻
度
の
高
い
典

型
的
な
事
故
は
、
同
時
に
危
険
予

知
活
動
に
つ
な
げ
や
す
く
、
事
故

低
減
の
効
果
も
期
待
で
き
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
会
員
個
々
に

対
し
て
6
3
3
件
の
事
故
に
は

6
3
3
人
の
会
員
が
関
わ
っ
て

い
る
と
い
う
自
覚
を
さ
ら
に
促
す

た
め
に
、
危
険
予
知
の
一
層
の
普

及
を
図
り
事
故
低
減
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　『
テ
ー
マ
2
』

　
各
地
区
の
実
情
に

　
　
　
　
合
わ
せ
た
テ
ー
マ

　

作
業
手
順
等
の
ル
ー
ル
や
、
危

険
予
知
等
、
大
島
の
実
情
に
あ
っ

た
も
の
。

『
応
募
締
切
』

　

令
和
３
年
２
月
10
日
（
水
）

『
標
語
提
出
先
』

　

シ
ル
バ
ー
事
務
局

　
（
東
京
し
ご
と
財
団
へ
推
薦
）

＊
安
全
就
業
基
準
を
守
り
、
安
全

心
得
十
カ
条
を
慣
行
し
ま
し
ょ
う
。

夏まつり会場清掃海浜清掃

ボランティア活動



− 8 −

令和3年1月1日 シルバー大島　No.2−2（94）

　
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
広
報
紙「
シ
ル
バ
ー
大
島
」は
、
年
2

回
、
大
島
町
の
全
世
帯
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
く
事
に
よ
り
、
シ

ル
バ
ー
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
、
活
動
し
て
い
る

か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し

て
会
員
と
な
り
健
康
で
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
た
め

の
一
助
と
な
る
組
織
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
厳
し
い
年
と
な
り
、
日
本

国
民
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期

に
な
る
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
な
か
な
か
思
い

出
せ
な
い
一
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
島
町
に
お

い
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
、「
人
間
国
宝
」に

認
定
さ
れ
た
元
町
出
身
の
竹
本
葵
太
夫
（
本
名
：
柳

瀬
信
吾
さ
ん
）で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
大
島
町
民
に
と
っ
て
大
変
喜
ば

し
い
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
と
共
に
生
き
て
い
く
時
代
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
を
迎
え
、
感
染
拡
大
に
注
意
し
な
が

ら
の
生
活
が
重
要
で
す
。

 

こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
増
え
て
き

ま
す
が
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
へ
の
意
識

を
よ
り
一
層
強
め
、
会
員
・
住
民
の
皆
さ
ま
の
一
日

も
早
い
平
穏
な
日
常
に
戻
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。小

少しでもお金にゆとりを持ちたいな～　そんなあなた！
あるていど自由になるお金があったら孫にお小遣いをあげたい
もっと旅行にも行きたいな　でも先立つものがちょっと…

自分の自由な時間もほしいな～　そんなあなた！
シルバーでの仕事はそんなあなたにぴったりです
あなたの時間の余裕の範囲内でできるのがシルバー人材センターでの仕事です

とにかく家の外に出て何か仕事をしたい！もちろんそんなあなたにも！
シルバーの仕事って、私にもできるのかな？
はい。60 歳以上で働く意欲があり健康な人はだれでも会員になって仕事をすることができます

　私たちはこんな仕事をやっています　
簡単な仕事では
除草・枝落とし・清掃・不用品処理・ごみ処理・椿林下刈り・イベント準備・湯茶接待
特別な作業では
庭木剪定・伐採・資源ごみ回収・分別作業・あしたば佃煮製造
公共施設、観光施設では
建物清掃（庁舎、医療センター、火山センター、斎場等）・公園清掃・資料館受付と清掃・浜の湯温泉受付と清掃

　まずは大島町シルバー人材センターに
　相談してみましょう

いつでもあなたからの電話を待っています　

☎ 04992 − 2 − 1777
直接事務所においでいただいてもOKです

大島町元町字地の岡 30-2

あなたの入会を待っています

至 岡田

至 元町

サンセットバームライン

大　島　空　
港

大島町郷土資料館

大島町郷土資料館入口バス停

愛宕山

ここです

編
集
後
記


